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平
成
17
年
第
４
回

17
年
第
４
回

鬼
北
町
議
会
定
例
会

　

平
成
17
年
第
４
回
鬼
北
町
議
会
定
例

会
が
12
月
８
日
、
９
日
の
２
日
間
、
開

会
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
続
き
、

議
案
18
件
、
請
願
８
件
、
意
見
書
６
件
、

発
議
８
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

議　
　
　
　

案

◇ 

鬼
北
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

◇ 

鬼
北
町
地
域
振
興
基
金
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

◇ 

鬼
北
町
交
流
促
進
事
業
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

◇ 

愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
の
設
立

に
つ
い
て

◇ 

鬼
北
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

◇ 

鬼
北
町
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

◇ 

町
営
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排

水
・
川
上
小
越
地
区
）
の
施
行
に
つ

い
て

◇ 

町
営
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排

水
・
川
上
高
瀬
地
区
）
の
施
行
に
つ

い
て

◇ 

町
営
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排

水
・
下
鍵
山
地
区
）の
施
行
に
つ
い
て

◇ 

平
成
17
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

　

 　

４
，
３
２
０
万
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
72
億
３
，
５
７
０
万
円

と
し
ま
し
た
。

◇ 

平
成
17
年
度
鬼
北
町
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

　

 　

３
，
５
５
１
万
７
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
18
億
４
，
９
０
６
万

　

８
千
円
と
し
ま
し
た
。

◇ 

平
成
17
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）
に
つ

い
て

　

 　

３
，
１
８
６
万
７
千
円
を
追
加
し
、

　

予
算
の
総
額
を
14
億
９
，
０
７
５
万

　

４
千
円
と
し
ま
し
た
。

◇ 

平
成
17
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）に
つ
い
て

　
 　

９
万
１
千
円
を
減
額
し
、
予
算
の

総
額
を
３
億
７
，
５
０
５
万
４
千
円

と
し
ま
し
た
。

◇ 
平
成
17
年
度
鬼
北
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

に
つ
い
て

　

 　

１
，
１
２
９
万
円
を
追
加
し
、
予

　

算
の
総
額
を
８
億
１
，
４
５
６
万
９

　

千
円
と
し
ま
し
た
。

◇ 

平
成
17
年
度
鬼
北
町
浄
化
槽
市
町
村

整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　

 　

１
，
２
４
４
万
５
千
円
を
追
加

　

し
、予
算
の
総
額
を
１
億
５
９
７
万
７

　

千
円
と
し
ま
し
た
。

◇ 

平
成
17
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

　

 　

３
，
６
６
１
万
円
を
追
加
し
、
予
算

　

の
総
額
を
10
億
９
，
９
４
３
万
６
千

　

円
と
し
ま
し
た
。

◇ 

平
成
17
年
度
鬼
北
町
日
吉
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）
に
つ

い
て

　

 　

15
万
４
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の

総
額
を
５
，
１
７
５
万
４
千
円
と
し

ま
し
た
。

◇ 

平
成
17
年
度
鬼
北
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　

 　

収
益
的
収
入
・
支
出
の
予
定
額
を

１
，
９
５
２
万
円
減
額
し
、
総
額
を

３
億
９
，
５
７
３
万
５
千
円
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
資
本
的
収
入
の
予
定

額
を
２
４
３
万
７
千
円
減
額
し
総
額

を
８
，
８
２
７
万
９
千
円
、
資
本
的

支
出
の
予
定
額
を
２
９
２
万
円
減
額

し
総
額
を
３
億
２
，
３
５
４
万
７
千

円
と
し
ま
し
た
。

請　
　
　
　

願

◇ 

非
核
平
和
自
治
体
宣
言
を
求
め
る
請

願
書
に
つ
い
て

◇ 

「
核
兵
器
全
面
禁
止
・
廃
絶
国
際
条

約
締
結
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
に

つ
い
て
の
請
願
に
つ
い
て

◇ 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
増
税
、
消
費
税
の
引

き
上
げ
な
ど
、
大
増
税
に
反
対
す
る

意
見
書
採
択
の
請
願
に
つ
い
て

◇ 

介
護
保
険
の
改
善
を
求
め
る
請
願
書

に
つ
い
て

◇ 

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
を
求
め

る
請
願
書
に
つ
い
て

◇ 

障
害
者
へ
の
応
益
負
担
押
し
つ
け
を

し
な
い
よ
う
求
め
る
請
願
書
に
つ
い

て
◇ 

出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
請
願
書
に

つ
い
て

◇ 

最
低
生
活
保
障
に
関
す
る
請
願
書
に

つ
い
て

意　
　

見　
　

書

◇ 

じ
ん
肺
罹
患
者
の
救
済
と
ト
ン
ネ
ル

じ
ん
肺
根
絶
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

い
て

◇ 
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
再
開
及
び
国
内

の
牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
検
査

の
万
全
な
対
策
に
関
す
る
意
見
書
に

つ
い
て

◇ 

最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
に
関
す

る
意
見
書
に
つ
い
て

◇ 

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
に
基
づ

く
施
策
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

◇ 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
で
新
し
い
貿
易

ル
ー
ル
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

◇ 

宇
和
島
地
方
局
存
続
に
関
す
る
意
見

書
に
つ
い
て

発　
　
　
　

議

◇ 

非
核
平
和
の
町
宣
言
に
つ
い
て

◇
鬼
北
町
交
通
安
全
宣
言
に
つ
い
て

◇
人
権
尊
重
の
町
宣
言
に
つ
い
て

◇
地
産
地
消
自
治
体
宣
言
に
つ
い
て

◇ 

暴
力
団
の
根
絶
対
策
の
推
進
に
関
す

る
決
議
に
つ
い
て

◇ 

寄
付
金
等
を
拒
否
す
る
決
議
に
つ
い
て

◇ 

公
共
事
業
の
請
負
に
関
す
る
自
粛
決

議
に
つ
い
て

◇ 

視
察
、
研
修
実
施
に
関
す
る
決
議
に

つ
い
て一　

般　

質　

問

（
概
要
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
）

山　

本　
　
　

勣　

議
員

〈
行
財
政
改
革
等
の
推
進
に
つ
い
て
〉

　

今
年
度
の
財
政
収
支
の
見
通
し
に
つ

い
て
。

町
長　

厳
し
い
財
政
状
況
に
は
変
わ
り

は
な
い
が
、
ほ
ぼ
予
測
ど
お
り
に
推
移

し
て
い
る
。
特
に
、
新
町
建
設
計
画
の

財
政
計
画
と
比
較
し
て
み
る
と
、
建
設

計
画
で
は
、
一
般
会
計
の
歳
入
合
計
が

75
億
９
千
４
百
万
円
で
、
内
、
地
方
交

付
税
を
32
億
３
千
９
百
万
円
と
見
込
ん

で
い
た
が
、
現
時
点
で
の
今
年
度
の
歳

入
見
込
み
額
は
、
76
億
２
千
万
円
程
度

で
あ
る
。
地
方
交
付
税
は
、
合
併
支
援

に
対
す
る
特
別
交
付
税
の
追
加
増
額
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
34
億
５
千
万
円
を

超
え
る
も
の
と
予
想
し
て
い
る
。
今
日

ま
で
の
と
こ
ろ
合
併
前
の
計
画
に
沿
っ

た
堅
実
な
財
政
運
営
が
で
き
て
い
る
と
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思
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
来
年

度
は
、
合
併
に
よ
る
特
別
交
付
税
の
追

加
支
援
も
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
に

相
違
は
な
い
。

　

新
町
建
設
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

町
長　

三
位
一
体
の
改
革
と
い
う
情
勢

下
、
財
政
運
営
が
不
透
明
な
中
で
町
行

政
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
町
建

設
計
画
の
各
種
事
業
は
、
国
の
補
助
金
、

起
債
等
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
の

で
、
国
の
財
政
状
況
、
町
の
財
政
状
況

い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
事
業
の
見
直
し
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
想
定
さ
れ
る
。

　

町
所
有
の
遊
休
地
お
よ
び
不
用
の
施
設
・

設
備
の
件
数
お
よ
び
処
分
等
に
つ
い
て
。

町
長　

何
も
利
用
し
て
な
い
遊
休
地
は

５
件
、
３
，
３
９
８
平
方
メ
ー
ト
ル
、

不
用
と
な
っ
て
い
る
施
設
・
設
備
は
、

統
廃
合
と
な
っ
た
小
学
校
校
舎
お
よ
び

町
営
住
宅
な
ど
５
件
が
存
在
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
で
有

効
利
用
で
き
る
も
の
は
、
使
用
目
的
を

変
更
し
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
る
が
、

そ
の
他
不
用
と
な
っ
た
も
の
は
、
自
主

財
源
の
確
保
の
た
め
に
売
却
処
分
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の
方
針
は
、
合

併
前
か
ら
引
き
継
い
で
い
る
も
の
で
、

今
年
度
は
、11
月
17
日
付
け
の
町
回
覧
文

書
で
、２
件
（
近
永
、下
鍵
山
）の
土
地
と
、

１
件
の
町
営
住
宅
（
小
松
）
を
売
却
処

分
の
た
め
に
公
募
を
し
、12
月
６
日
に
入

札
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
町
に
お
け
る
入
札
制
度
に
つ
い
て
、

指
名
競
争
入
札
か
ら
一
般
競
争
入
札
へ

移
行
す
る
見
解
は
。

町
長　

「
一
般
競
争
入
札
」
と
は
、
町
が

公
告
に
よ
っ
て
、
不
特
定
多
数
の
者
を

誘
引
し
、
申
し
込
み
を
さ
せ
る
方
法
に

よ
っ
て
競
争
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
申
し
込
み
の
あ
っ
た
者
の
内
か
ら
、

町
に
最
も
有
利
な
条
件
を
提
示
し
た
者

を
選
定
し
、
契
約
を
締
結
す
る
と
い
う

入
札
方
法
で
あ
る
。
た
だ
し
、
無
制
限

に
参
加
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
は
な
く
、
不
良
・
不
適
格
業
者
を

排
除
す
る
た
め
、
一
定
の
資
格
要
件
を

設
け
、
そ
の
資
格
を
有
す
る
者
の
み
、

入
札
参
加
を
認
め
る
方
法
が
一
般
的
で

あ
り
、
本
町
も
こ
の
方
法
を
と
っ
て
い

る
。
一
般
競
争
入
札
の
特
色
と
し
て
、

入
札
へ
の
機
会
均
等
性
・
契
約
の
経
済

性
の
確
保
が
図
ら
れ
る
と
い
う
反
面
、

入
札
手
続
が
複
雑
で
、
か
つ
、
広
告
等

の
経
費
を
必
要
と
し
、
さ
ら
に
、
価
格

だ
け
で
競
争
さ
せ
る
た
め
、
優
良
な
信

用
あ
る
業
者
が
落
札
す
る
か
ど
う
か
、

ま
た
、
確
実
な
契
約
の
履
行
を
期
待
で

き
る
か
ど
う
か
な
ど
、
的
確
な
情
報
が

つ
か
み
に
く
い
と
い
う
難
点
の
他
、
県

や
町
産
品
愛
用
の
精
神
に
基
づ
く
、
地
元

産
業
の
育
成
と
地
域
振
興
の
問
題
点
な
ど

デ
メ
リ
ッ
ト
の
部
分
も
多
々
あ
り
、
検
討

を
要
す
る
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

森
林
環
境
税
の
交
付
予
定
は
あ
る
の
か
。

町
長　

愛
媛
県
で
は
平
成
17
年
４
月
か

ら
、
森
林
環
境
税
を
導
入
し
、
森
林
環

境
保
全
基
金
と
し
て
年
３
億
５
千
６
百

万
円
を
積
み
立
て
、〝
森
を
つ
く
る
活
動
・

木
を
つ
か
う
活
動
・
森
と
く
ら
す
活
動
〞

に
充
て
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
公
益

的
機
能
を
有
す
る
森
林
の
整
備
を
図
る

と
と
も
に
、
森
林
と
共
生
す
る
文
化
の

創
造
に
取
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

徴
収
は
、
県
民
税
均
等
割
に
上
乗
せ

課
税
の
方
式
で
、
今
年
度
は
２
億
９
百

万
円
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
本
町
に
は

今
年
度
、〝
森
を
つ
く
る
活
動
事
業
費
〞

と
し
て
、
集
落
防
災
緊
急
森
林
整
備
事

業
費
７
１
０
万
円
、
内
、
県
補
助
金
３

２
０
万
円
が
交
付
さ
れ
、
現
在
、
事
業

を
推
進
し
て
い
る
。
具
体
的
な
事
業
箇

所
は
、
下
鍵
山
２
カ
所
の
15
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
山
林
で
、
防
災
機
能
を
重
視
し
た

集
落
周
辺
の
間
伐
等
の
整
備
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

森
林
環
境
税
や
新
税
を
巡
る
考
え
方

に
つ
い
て
。

町
長　

愛
媛
県
の
森
林
環
境
税
の
実
施

期
間
は
５
年
間
と
さ
れ
て
お
り
、
期
間

満
了
時
点
で
制
度
の
見
直
し
・
検
討
を

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
応
す
る
「
苦
肉
の
策
」

と
も
い
う
べ
き
制
度
の
創
設
で
あ
ろ
う

が
、
納
税
者
の
納
得
を
得
た
う
え
で
、

継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
本
町
の

森
林
・
林
業
行
政
の
推
進
に
大
き
く
貢

献
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
ま

た
、
今
後
の
新
税
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

全
国
的
な
流
れ
と
し
て
、「
全
国
森
林
環

境
・
水
源
税
創
設
促
進
連
盟
」
が
組
織

さ
れ
、
今
年
７
月
現
在
、
本
町
も
含
め

全
国
で
６
５
６
の
市
町
村
が
加
入
し
、

森
林
の
持
つ
、
公
益
的
な
機
能
と
役
割

を
広
く
国
民
に
訴
え
、
森
林
環
境
に
対

す
る
、
新
た
な
財
源
制
度
の
創
設
の
早

期
実
現
を
目
指
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
関

係
市
町
村
の
振
興
を
図
る
べ
く
運
動
を

展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

旧
日
吉
村
の
廃
止
さ
れ
て
い
る
焼
却

炉
の
解
体
に
つ
い
て
。

町
長　

合
併
前
、
日
吉
村
当
時
に
数
社

か
ら
解
体
に
か
か
る
経
費
見
積
書
が
提

出
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
合
併

時
の
協
議
事
項
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
解
体

に
係
る
具
体
的
な
計
画
は
立
て
て
い
な

い
。
し
か
し
、
老
朽
化
に
よ
る
倒
壊
等

の
恐
れ
も
あ
る
た
め
、
今
後
、
財
政
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
解
体
処
理
の
具

体
化
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

鬼
北
環
境
セ
ン
タ
ー
の
「
ご
み
処
理
施

設
」
の
取
り
扱
い
数
量
の
対
応
は
。

町
長　

当
施
設
で
は
、
可
燃
ご
み
の
他

に
、
空
き
缶
・
ビ
ン
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
の
資
源
ご
み
の
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
る
。
焼
却
炉
は 

１
日
あ
た
り

25
ト
ン
の
処
理
能
力
を
有
し
て
お
り
、

平
均
搬
入
量
は
全
体
で
１
日
当
た
り
約

18
・
９
ト
ン
、
そ
の
内
、
鬼
北
町
分
と

し
て
は
約
10
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
、
収
集
後
、

施
設
内
に
お
い
て
再
分
別
の
う
え
、
プ

レ
ス
処
理
を
行
い
、
専
門
業
者
に
処
理

委
託
を
行
っ
て
い
る
。

　

鬼
北
環
境
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
。

町
長　

当
該
施
設
は
広
域
事
務
組
合
の

管
理
の
た
め
、
管
理
責
任
者
と
し
て
の

立
場
に
は
な
い
が
、
必
要
最
低
限
の
修

繕
の
他
に
は
、
新
た
な
施
設
や
機
械
の
整

備
計
画
は
無
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

　

「
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
」
の
建
設

予
定
計
画
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

町
長　

「
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
」
の

建
設
予
定
計
画
は
、
広
域
事
業
と
位
置

付
け
、
鬼
北
町
・
松
野
町
お
よ
び
旧
三

間
町
で
共
同
処
理
す
る
事
務
と
し
て
計

画
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
用
地
選
定

そ
の
他
に
お
い
て
疑
義
を
感
じ
て
お
り
、

鬼
北
町
と
し
て
は
、
３
月
29
日
に
開
催

さ
れ
た
「
鬼
北
行
政
推
進
協
議
会
」
の

中
で
、
用
地
選
定
に
つ
い
て
は
、
再
度
、

候
補
地
を
検
討
す
る
機
会
を
求
め
て
い

る
の
で
、
そ
の
検
討
が
な
さ
れ
な
い
ま

ま
に
、
現
建
設
計
画
が
進
め
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
鬼
北
町
と
し
て
は
、

こ
の
計
画
か
ら
離
脱
す
る
考
え
で
あ
る
。

〈
第
３
セ
ク
タ
ー
の
経
営
に
つ
い
て
〉

　

町
内
の
第
３
セ
ク
タ
ー
に
投
じ
た
事

業
費
累
計
額
は
ど
の
く
ら
い
か
。

町
長　

「
農
業
公
社
本
体
６
億
５
千
６

百
万
円
」、「
き
じ
関
連
施
設
４
億
９
千

万
円
」、「
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
安
森

８
千
９
百
万
円
」、「
森
の
三
角
ぼ
う
し

２
億
８
千
５
百
万
円
」
と
な
っ
て
い
る
。

行
政
と
し
て
の
投
資
は
、
一
応
完
了
し

た
と
の
認
識
を
し
て
お
り
、
今
後
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
で
健
全
経
営
に
向
け

た
効
率
的
な
運
営
に
努
め
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

キ
ジ
の
販
売
に
つ
い
て
新
聞
報
道

（
約
６
千
万
）
と
出
荷
状
況
集
計
票
（
約

２
千
万
）
と
の
数
値
の
差
違
に
つ
い
て
。

町
長　

販
売
額
６
千
万
円
近
く
と
の
報

道
は
、
農
業
公
社
全
体
の
説
明
を
前
段

で
行
っ
て
い
た
の
で
、
公
社
全
体
の
事

業
収
入
が
報
道
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
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る
。 

平
成
16
年
度
の
出
荷
先
は
、
県
外

13
カ
所
で
１
千
48
万
５
千
円
・
県
内
20

カ
所
で
８
百
93
万
３
千
円
・
そ
の
他
イ

ベ
ン
ト
等
で
１
１
７
万
９
千
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

営
業
状
況
報
告
書
に
お
い
て
15
年
度

時
期
繰
越
羽
数
と
16
年
度
前
期
繰
越
羽

数
（
約
２
，
１
０
０
羽
）
と
の
数
値
の

差
違
に
つ
い
て
。

町
長　

繰
越
羽
数
の
相
違
点
は
、
棚
卸

資
産
評
価
と
し
て
原
材
料
（
丸
鳥
）
と

製
品
・
商
品
（
正
肉
等
）
に
区
分
し
て

い
た
関
係
も
あ
り
、
平
成
15
年
度
報
告

で
は
、
原
材
料
の
み
を
報
告
し
て
い
た

が
、
平
成
16
年
度
報
告
で
は
、
よ
り
正

確
な
資
産
残
高
を
評
価
す
る
た
め
、
製

品
・
商
品
に
つ
い
て
も
羽
数
換
算
し
報

告
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
事
業
は
補
助
事
業
で
あ
る
が
、

事
業
遂
行
に
あ
た
り
、
認
定
機
関
に
よ

る
指
摘
等
は
無
い
の
か
。

　

補
助
事
業
の
性
格
上
、
事
業
実
績
報

告
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

他
の
事
業
も
含
め
て
報
告
し
て
い
る
が
、

達
成
率
が
低
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
指

導
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

マ
ス
コ
ミ
等
の
注
目
度
も
高
ま
っ
て
お

り
、
愛
媛
県
と
し
て
も
新
し
い
特
産
品

と
し
て
応
援
し
て
い
こ
う
と
の
動
き
が

あ
り
、
今
後
県
と
の
協
力
関
係
を
続
け

て
飛
躍
し
た
い
。

　

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
安
森
の
経
営
に

つ
い
て
町
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
の
か
。

町
長　

平
成
16
年
度
の
株
主
総
会
に
お

い
て
も
、
再
建
に
向
け
た
議
論
が
あ
り
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
思
う
よ
う
に

経
営
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ

り
、
現
在
、
役
員
会
を
中
心
に
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
協
議
・
検
討
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
町
は
、
そ
の

推
移
を
見
守
り
な
が
ら
方
向
性
を
決
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

株
式
会
社
「
森
の
三
角
ぼ
う
し
」
の

業
務
実
績
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
松
山
店
の
計
画
見
直
し

は
必
要
な
い
の
か
。

町
長　

会
社
設
立
以
来
、
生
産
者
の
熱

心
な
栽
培
意
欲
を
は
じ
め
、
支
配
人
と

そ
の
ス
タ
ッ
フ
の
頑
張
り
に
よ
り
、
順

調
な
経
営
を
続
け
て
お
り
、
出
荷
農
家

は
も
と
よ
り
消
費
者
に
も
、
好
意
的
な

評
価
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

特
に
農
産
物
の
受
け
入
れ
拡
大
と
都
市

住
民
と
の
交
流
拡
大
を
目
指
し
て
、
平

成
14
年
８
月
に
開
設
し
た
松
山
店
は
、

出
荷
農
家
の
新
鮮
な
野
菜
を
目
玉
商
品

と
し
た
こ
と
に
よ
り
消
費
者
心
理
に
合

致
し
た
事
業
と
し
て
、
好
評
を
博
し
て

い
る
し
、
固
定
客
も
定
着
化
す
る
な
ど
、

農
家
所
得
の
向
上
に
は
貢
献
し
て
き
て

い
る
が
、
維
持
経
費
が
か
か
り
全
体
の

経
営
を
圧
迫
し
て
き
て
い
る
の
で
、
生

産
農
家
の
要
望
を
具
現
化
し
た
事
業
と

し
て
、
地
域
振
興
の
一
助
に
な
っ
て
い

る
事
実
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
早
急
に
今

後
の
方
向
性
を
決
め
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

〈
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
〉

　

北
宇
和
病
院
の
施
設
は
、
有
償
か
、

無
償
か
。

町
長　

土
地
・
建
物
の
物
件
は
県
有
財

産
譲
与
契
約
に
よ
り
、
医
療
機
器
備
品

は
物
品
譲
与
契
約
に
よ
り
、
い
ず
れ
も

県
か
ら
町
に
無
償
で
譲
与
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
病
院
事
業
の
用
に
供
す
る
資

産
の
取
得
に
関
す
る
議
会
議
決
は
、
土

地
は
公
簿
面
積
が
１
９
，
０
６
０
・
52

㎡
あ
り
、
鬼
北
町
病
院
事
業
条
例
第
４

条
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
で
の
議
決
を

経
る
必
要
が
あ
る
。

　

病
院
施
設
の
資
産
価
値
は
ど
の
く
ら

い
か
。

町
長　

病
院
・
公
舎
の
建
物
お
よ
び
医

療
機
器
は
、
県
の
財
産
取
得
価
額
は
約

42
億
円
で
あ
る
が
、
９
年
間
減
価
償
却

を
行
っ
て
お
り
、
減
価
償
却
残
額
に
相

当
す
る
有
形
固
定
資
産
合
計
額
は
約

22
億
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
産
は
無

償
で
譲
与
さ
れ
る
が
、
そ
の
適
正
な
見

積
価
額
と
し
て
は
、
有
形
固
定
資
産
合

計
額
を
資
産
の
予
定
価
額
と
し
て
取
り

扱
い
、
同
条
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の

議
決
を
経
る
予
定
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

同
様
に
当
該
資
産
を
処
分
す
る
際
に
は
、

県
と
の
財
産
譲
与
契
約
に
基
づ
き
、
県

の
承
認
を
得
た
後
、
議
会
の
議
決
を
経

る
こ
と
に
な
る
。

　

北
宇
和
病
院
の
改
良
・
改
修
に
係
る

工
事
費
等
は
ど
の
く
ら
い
か
。

町
長　

北
宇
和
病
院
は
、
一
般
病
床

１
０
０
床
で
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
高

齢
化
等
に
伴
う
慢
性
疾
患
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
協
議
の
結
果
、
療

養
病
床
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
、
移
譲

後
は
、
一
般
病
床
51
床
、
療
養
病
床
49

床
と
し
、
効
率
的
な
運
営
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
病
床

数
の
確
保
と
療
養
病
床
の
基
準
面
積
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
病
棟
、
デ
イ

ル
ー
ム
、
リ
ハ
ビ
リ
室
等
の
改
修
と
２

階
と
３
階
の
一
部
を
増
築
す
る
予
定
と

し
て
い
る
。

　

現
在
、
詳
細
は
県
に
お
い
て
設
計

中
で
あ
る
が
、
概
算
費
用
は
、
第
１

期
工
事
と
し
て
、
平
成
17
年
度
に
約

７
千
万
円
を
か
け
て
県
が
施
工
し
、
第

２
期
工
事
と
し
て
、
平
成
18
年
度
に
約

１
億
７
千
万
円
を
か
け
て
町
が
施
工
す

る
予
定
と
し
て
い
る
。
な
お
、
費
用
の

分
担
は
、
平
成
17
年
度
施
工
分
は
、
県

が
負
担
す
る
が
、
移
譲
後
の
平
成
18
年

度
に
町
が
施
工
す
る
分
に
は
、
県
が
補

助
金
交
付
要
綱
等
を
作
成
し
、
町
に
補

助
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

工
事
費
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
県
に
最

大
限
の
負
担
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

指
定
管
理
者
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
、

条
例
改
正
を
検
討
し
て
い
る
か
。

町
長　

指
定
管
理
者
の
情
報
提
供
は
、

来
年
３
月
の
議
会
に
お
い
て
、
努
力
義

務
と
し
て
「
出
資
法
人
の
情
報
提
供
」

に
準
じ
て
情
報
公
開
条
例
の
改
正
を
行

う
こ
と
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

協
定
書
の
内
容
の
開
示
に
つ
い
て
。

町
長　

指
定
管
理
者
で
あ
る
旭
川
荘
と

の
協
定
書
は
、
こ
れ
か
ら
具
体
的
な
協

議
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
旭
川

荘
と
町
と
の
「
鬼
北
町
立
北
宇
和
病
院

の
管
理
に
関
す
る
基
本
協
定
」
お
よ
び

「
年
度
協
定
」
は
、
平
成
18
年
３
月
に
締

結
す
る
予
定
な
の
で
、
協
定
内
容
は
、

議
員
協
議
会
等
で
報
告
し
、
理
解
を
得

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
指
定
管
理
者
制
度
導

入
予
定
の
施
設
は
あ
る
の
か
。

町
長　

現
在
、
庁
議
等
を
通
じ
検
討
中

で
あ
る
。
制
度
導
入
の
対
象
と
な
る
施

設
は
、
１
０
０
件
を
超
え
て
い
る
の
で
、

速
や
か
に
制
度
導
入
す
る
も
の
と
、
将

来
導
入
す
る
も
の
と
に
分
別
す
る
た
め
、

個
々
の
施
設
ご
と
に
関
係
法
令
等
を
精

査
の
上
、
早
期
に
方
針
を
示
す
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
改
正
は
、
条
例
の

制
定
と
改
正
お
よ
び
議
会
の
議
決
を
要

す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
、

法
律
の
趣
旨
に
基
づ
い
た
対
応
を
し
て

い
き
た
い
。

　

指
定
管
理
者
選
定
審
議
会
は
住
民
参

加
を
重
視
し
た
構
成
に
す
べ
き
で
は
。

町
長　

指
定
管
理
者
選
定
審
議
会
の
委

員
は
20
人
以
内
と
し
て
お
り
、
役
場
内

の
各
課
長
・
局
長
・
室
長
・
支
所
長
計

16
人
の
ほ
か
に
、
そ
の
他
委
員
長
が
必

要
と
認
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
と
い

う
規
定
に
基
づ
き
、
学
識
を
有
す
る
住

民
の
ご
意
見
も
拝
聴
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
先
の
町
立
北
宇
和
病
院
の
選
定

審
議
会
に
お
い
て
も
、
４
人
の
学
識
委

員
を
選
任
し
、
多
角
的
な
見
地
か
ら
建

設
的
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
な
ど
、
審

議
会
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
と
認
識
し

て
い
る
の
で
、
他
の
審
議
会
に
お
い
て

も
、
住
民
と
の
合
意
形
成
を
図
る
べ
く
、

適
切
な
対
応
に
心
が
け
る
所
存
で
あ
る
。
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山　

本　

重　

夫　

議
員

〈
既
存
の
公
共
施
設
利
用
対
策
に
つ
い
て
〉

　

旧
日
吉
村
庁
舎
・
住
民
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
改
造
計
画
に
つ
い
て
。

町
長　

合
併
に
よ
り
不
用
と
な
っ
て
い

る
旧
議
場
は
、「
合
併
市
町
周
辺
地
域

振
興
県
補
助
金
」
を
受
け
、
７
百
77
万

円
の
事
業
費
で
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
形
式
の

多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
整
備
し
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
文
化
活
動
に

利
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

２
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
事
務
所
は
、

今
後
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
移
動

式
の
間
仕
切
り
を
設
置
し
、
会
議
室
等

に
利
用
す
る
計
画
と
し
て
い
る
。
な
お
、

住
民
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会
教
育
施
設
で

あ
る
の
で
、
日
吉
公
民
館
活
動
の
拠
点

と
し
て
、
設
置
目
的
に
則
り
、
活
力
あ

る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
総
合
的
な
施
設
と
し
て
、
従

前
に
変
わ
ら
な
い
利
用
を
図
っ
て
い
き

た
い
。ま
た
、施
設
の
堅
牢
さ
を
活
か
し
、

防
災
対
策
上
の
緊
急
避
難
場
所
に
指
定

し
、
地
域
住
民
の
安
全
と
安
心
に
寄
与

で
き
る
施
設
と
し
て
、
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
。

　

「
武
左
衛
門
一
揆
記
念
館
、
大
野
作
太

郎
地
質
館
、
鬼
北
町
歴
史
民
俗
資
料
館
」

に
つ
い
て
。

町
長　

こ
の
施
設
は
社
会
教
育
施
設
と

し
て
、
先
人
の
優
れ
た
業
績
や
民
俗
資

料
お
よ
び
歴
史
資
料
、
伝
統
技
術
な
ど

を
総
合
的
に
保
存
伝
承
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
施
設
に
は
、
貴
重
な
資
料
等
が
多
く

展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
、
幅
広

い
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
地
域
の
活
性
化
に
役

立
て
て
い
き
た
い
。

　

富
母
里
小
学
校
跡
地
利
用
に
つ
い
て
。

町
長　

同
校
は
、
平
成
14
年
３
月
末
を

も
っ
て
閉
校
と
な
っ
た
が
、
国
庫
補
助

金
等
で
設
置
し
た
施
設
で
あ
っ
た
た
め
、

用
途
変
更
の
手
続
き
申
請
を
も
っ
て
承

認
を
受
け
、
現
在
、
社
会
体
育
施
設
と

し
て
、
体
育
館
は
富
母
里
健
康
増
進
施

設
に
、
教
員
住
宅
は
富
母
里
防
災
施
設

（
消
防
団
詰
所
）
と
し
て
地
域
住
民
の
用

に
供
し
て
い
る
。

　

今
後
の
跡
地
活
用
は
、
地
元
父
野
川

地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
ご
要
望
を
十

分
お
聞
き
し
な
が
ら
、
地
域
の
財
産
と

し
て
有
効
活
用
が
で
き
る
よ
う
知
恵
を

出
し
て
い
き
た
い
。

〈
台
風
14
号
の
災
害
復
旧
対
策
の
状

況
に
つ
い
て
〉

　

災
害
復
旧
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　

災
害
復
旧
の
進
捗
状
況
は
、
町

道
27
件
、
河
川
70
件
の
う
ち
、
補
助
災

害
と
し
て
町
道
10
件
、
町
管
理
河
川
16

件
の
災
害
査
定
が
12
月
２
日
ま
で
に
終

了
し
て
お
り
、
平
成
17
年
度
末
に
復
旧

完
了
の
予
定
で
あ
る
。
町
道
の
残
り
の

被
災
箇
所
は
、
土
砂
取
り
除
き
な
ど
の

比
較
的
小
規
模
な
災
害
で
あ
る
の
で
、

町
単
独
の
直
営
事
業
で
対
応
し
て
い
る
。

　

河
川
の
残
り
は
、
大
半
が
愛
媛
県
の

管
理
河
川
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
県

と
の
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

林
道
災
害
は
、
11
月
30
日
に
、
国
の

査
定
が
行
わ
れ
、
一
部
変
更
は
あ
っ
た

が
、
ほ
ぼ
提
案
ど
お
り
の
事
業
実
施
が

行
え
る
状
況
で
あ
る
。
な
お
、
治
山
は
、

机
上
審
査
と
な
っ
て
お
り
、
県
の
予
算

措
置
が
整
い
次
第
実
施
と
な
る
。
い
ず
れ

も
、年
明
け
早
々
に
発
注
の
予
定
で
あ
る
。

　

農
林
産
物
・
施
設
等
の
被
害
状
況
は
。

町
長　

合
計
６
千
７
百
万
円
程
度
の
金

額
と
な
る
が
、
現
在
、
農
業
共
済
保
険
・

災
害
貸
付
資
金
・
施
設
災
害
保
険
等
で

対
応
し
て
い
る
。

　

国
庫
補
助
事
業
の
対
象
と
な
る
農
地

お
よ
び
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
の
進

捗
状
況
、
な
ら
び
に
そ
の
復
旧
工
事
費

は
、
農
地
が
20
件
、
水
路
・
頭
首
工
等

の
農
業
用
施
設
が
17
件
で
、
そ
の
災
害

復
旧
工
事
費
の
総
額
は
、
約
５
千
百
万

円
で
あ
る
。
国
の
災
害
査
定
は
11
月
に
終

え
て
お
り
、
早
い
時
期
に
工
事
の
発
注
が

で
き
る
よ
う
事
務
作
業
を
進
め
て
い
る
。

〈
地
域
審
議
会
に
つ
い
て
〉

　

地
域
審
議
会
の
動
き
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

町
長　

鬼
北
町
で
は
、
年
２
回
程
度
の

地
域
審
議
会
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

今
年
７
月
に
審
議
委
員
の
委
嘱
式
と
合

わ
せ
第
１
回
の
審
議
会
を
行
っ
た
。
こ

の
後
の
予
定
は
、
12
月
上
旬
に
第
２
回

目
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

旧
町
村
で
告
示
し
、
鬼
北
町
に
引
き
継

い
で
い
る
「
地
域
審
議
会
の
設
置
を
定

め
る
告
示
」
の
中
で
、
地
域
審
議
会
の

所
掌
事
務
と
し
て
、
⑴
新
町
建
設
計
画

の
変
更
に
関
す
る
事
項
、
⑵
新
町
建
設

計
画
の
執
行
状
況
に
関
す
る
事
項
、
⑶

地
域
振
興
の
た
め
の
基
金
の
活
用
に
関

す
る
事
項
、
⑷
新
町
の
基
本
構
想
の
作

成
及
び
変
更
に
関
す
る
事
項
、
⑸
そ
の

他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項
、
と
５

点
の
審
議
事
項
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
そ
の
所
掌
事
務
の
一
つ
と
し
て

定
め
て
い
る
「
基
本
構
想
」、
い
わ
ゆ
る

「
鬼
北
町
長
期
総
合
計
画
」
の
策
定
中
で

あ
り
、
で
き
れ
ば
そ
の
基
本
構
想
の
骨

子
が
で
き
た
時
点
で
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

坂　

本　

勇　

紀　

議
員

〈
地
域
活
性
化
に
対
す
る
行
政
支
援

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
〉

　

鬼
北
町
の
商
工
業
の
現
状
に
つ
い
て

の
認
識
は
。

町
長　

土
木
建
設
業
は
、
近
年
の
公
共

事
業
の
大
幅
な
縮
減
に
よ
り
従
業
員
の

整
理
等
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
そ
の
総
生

産
額
は
急
激
に
減
少
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
ま
た
、
町
内
の
縫
製
業
も
近

年
、
規
模
の
縮
小
や
閉
鎖
す
る
工
場
も

出
て
お
り
、
女
性
の
就
業
の
場
も
減
少

傾
向
に
あ
る
。
さ
ら
に
製
造
業
も
、
長

引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
そ
の
出
荷

額
が
大
き
く
後
退
し
て
き
て
い
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
小
売
業
に
つ
い
て
も
、

郊
外
型
大
型
店
の
出
店
、
人
口
の
減
少
、

車
社
会
の
進
展
に
よ
る
顧
客
の
流
出
な

ど
に
よ
り
、
商
業
環
境
は
大
変
厳
し
い

情
勢
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
後
継

者
問
題
や
そ
れ
に
伴
う
空
き
店
舗
対
策

な
ど
、
事
業
経
営
者
に
と
っ
て
は
、
多

難
な
状
況
下
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、

地
域
の
特
産
物
を
独
自
に
商
品
化
し
、

多
角
的
な
経
営
を
進
め
、
事
業
を
拡
大
し

て
い
る
事
業
者
も
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、

商
業
環
境
の
偏
在
化
が
顕
著
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
た
行
政
支
援

の
具
体
的
な
検
証
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　

町
に
お
い
て
は
、
企
業
誘
致
に

よ
る
地
域
雇
用
の
創
出
や
道
の
駅
を
拠

点
と
す
る
交
流
人
口
の
増
加
な
ど
に

よ
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
具
体
的
な
支
援
は
、

商
工
業
事
業
者
や
小
売
店
の
経
営
改
善

の
た
め
の
金
融
支
援
を
始
め
、
そ
れ
を

統
括
す
る
商
工
会
へ
の
支
援
の
他
、
商

業
環
境
の
整
備
や
商
工
会
が
推
進
す
る

「
が
ん
ば
る
商
店
街
事
業
」、「
奈
良
川
河

畔
い
も
た
き
事
業
」、「
夏
祭
り
花
火
大

会
」
な
ど
の
、
地
域
活
性
化
事
業
に
対

す
る
助
成
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
支
援
措
置
は
、
事
業
実
施
に

あ
た
り
、
事
業
計
画
の
内
容
を
精
査
し
、

そ
の
目
的
・
意
図
を
明
確
化
し
て
実
施

す
る
と
と
も
に
、
実
施
後
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
実
績
や
達
成
状
況
を
査
定
し
、
ど

れ
だ
け
の
効
果
が
発
生
し
た
の
か
を
常

に
検
証
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

空
き
店
舗
の
再
利
用
に
つ
い
て
。

町
長　

こ
れ
ら
を
再
利
用
す
る
た
め
に

は
、
立
地
場
所
の
地
権
者
、
駐
車
場
の

問
題
は
も
と
よ
り
、
顧
客
を
ひ
き
つ
け
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る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
他
の
既
存
店

舗
と
競
合
し
な
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
出
店
に

よ
っ
て
賑
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
へ
の

有
効
な
効
果
と
な
り
う
る
の
か
な
ど
、

十
分
な
検
討
・
協
議
が
必
要
と
な
る
が
、

地
域
活
性
化
の
核
と
も
い
え
る
商
工
業

の
振
興
策
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
の
で
、
商
工
会
や
商
店

街
活
性
化
推
進
協
議
会
と
の
連
携
を
密

に
、
最
善
策
を
導
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

商
業
振
興
に
お
け
る
行
政
指
導
の
課

題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
。

町
長　

商
店
街
の
問
題
は
、
本
町
の
み

な
ら
ず
全
国
的
に
大
変
困
難
な
問
題
と

な
っ
て
い
て
、
国
に
お
い
て
は
、「
ま
ち

づ
く
り
三
法
」
を
制
定
し
、
中
心
市
街

地
の
空
洞
化
に
対
処
し
た
再
活
性
化
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
を

受
け
て
、
中
小
企
業
庁
に
お
い
て
も
、

経
営
支
援
・
創
業
支
援
に
重
点
を
お
い

た
多
様
な
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
の

で
、
当
町
の
現
状
と
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
、
適
合
す
る
制
度
内
容
を
精
査
・

研
究
し
、
実
行
化
に
向
け
た
取
組
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
商

業
振
興
に
関
し
て
は
、
現
段
階
で
明
確

な
将
来
展
望
を
提
示
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
現
在
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
捉
え

た
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
や
、
大
型
店
に

は
な
い
「
温
か
み
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
」

や
「
顧
客
と
の
ふ
れ
あ
い
」
な
ど
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
魅
力
あ
る
商

店
と
し
て
個
々
の
力
を
つ
け
る
こ
と
が
、

商
店
街
の
機
能
復
活
と
な
る
し
、
ひ
い

て
は
町
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き

「
商
店
街
の
活
性
化
対
策
」
に
町
・
商
工

会
・
会
員
等
が
、
緊
密
な
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
あ
る
。

〈
近
永
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地
活
用
検
討

委
員
会
の
協
議
進
捗
状
況
に
つ
い
て
〉

　

委
員
会
で
の
協
議
内
容
お
よ
び
進
捗

状
況
は
。

町
長　

第
１
回
の
委
員
会
を
６
月
23
日

に
開
催
し
、
会
長
に
酒
井
哲
夫
さ
ん
、

副
会
長
に
古
用
史
郎
さ
ん
を
選
び
、
工

場
跡
地
の
現
地
視
察
の
後
、
過
去
の
経

過
を
説
明
し
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
第

２
回
委
員
会
は
９
月
２
日
に
開
催
さ
れ
、

議
題
の
第
１
点
と
し
て
、「
過
去
の
意
見

を
経
済
基
盤
用
地
・
住
宅
用
地
・
公
共

用
地
の
３
分
類
に
分
け
て
の
検
討
」、
第

２
点
が
「
長
期
総
合
計
画
の
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
基
づ
く
跡
地
利
用

の
住
民
意
見
の
取
り
ま
と
め
の
説
明
」、 

最
後
に
「
意
見
交
換
」
を
行
っ
た
。 

な
お
、

第
３
回
委
員
会
は
12
月
14
日
に
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
２
回
の
検
討
委
員
会
で
の

委
員
各
位
の
意
見
と
、
７
月
に
実
施
し

た
長
期
総
合
計
画
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
意
見
が
大
変
類
似
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、『
企
業
・
工
場
の
誘
致
に
よ
る

若
者
の
就
労
の
場
づ
く
り
』、『
人
口
の

増
加
対
策
を
目
指
し
た
分
譲
住
宅
団
地

の
造
成
』、『
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
・

講
演
会
が
で
き
る
文
化
施
設
や
図
書
館
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
』、『
庁
舎
、
そ

の
他
の
公
共
施
設
の
建
設
』、『
自
然
公

園
、
緑
地
公
園
な
ど
自
然
を
満
喫
で
き

る
公
園
づ
く
り
』、『
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
、
映
画
館
、
遊
園
地
な
ど
の
観
光
・

レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
建
設
』、『
老
人
ホ
ー

ム
、
宅
老
所
、
託
児
所
、
学
童
保
育
な

ど
の
福
祉
施
設
の
充
実
』、『
大
学
、
短

大
、専
門
学
校
な
ど
の
学
校
誘
致
』な
ど
、

幅
広
い
積
極
的
な
ご
意
見
や
要
望
が
あ

る
が
、
反
面
、『
将
来
に
財
政
負
担
を

も
た
ら
す
施
設
は
作
る
べ
き
で
な
い
』、

『
よ
そ
で
は
箱
物
は
失
敗
し
て
お
り
、
箱

物
は
い
ら
な
い
』
と
言
っ
た
意
見
も
い

た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
多
く
の
意
見

を
も
と
に
、
検
討
委
員
会
で
十
分
協
議

を
し
て
い
た
だ
き
意
見
集
約
し
た
後
に
、

建
築
関
係
の
専
門
家
に
よ
る
総
合
的
な

土
地
利
用
計
画
図
を
作
成
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
、
来
年
３
月
末
ま
で
に
は
、

具
体
的
な
用
途
案
を
決
め
て
い
き
た
い
。

　

近
永
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地
の
活
用

は
、
新
生
鬼
北
町
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
町
の
将
来
の

浮
沈
が
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
町
民
の
十
分
な
理
解
を
得
、
町
民

か
ら
喜
ば
れ
る
よ
う
な
、
ま
た
、
町
民

が
夢
と
希
望
を
も
て
る
よ
う
な
利
用
計

画
を
た
て
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

横　

山　

二　

郎　

議
員

〈
農
業
・
経
営
安
定
対
策
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
〉

　

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」
に
つ

い
て
。

町
長　

中
山
間
地
域
で
あ
る
当
地
域
の

担
い
手
要
件
は
、
個
人
ま
た
は
農
業
生

産
法
人
に
つ
い
て
は「
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
」、

集
落
営
農
組
織
は
、「
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
」

と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
当
町
の
農
家

戸
数
は
、
２
千
87
戸
で
あ
り
、
そ
の
内

対
象
と
な
る
個
人
は
、
31
名
で
あ
る
が
、

19
年
度
以
降
の
対
策
と
し
て
、
畑
作
も

含
む
こ
と
に
な
る
と
対
象
戸
数
は
増
加

す
る
と
予
想
し
て
い
る
。
な
お
、
集
落

営
農
組
織
は
20
集
落
あ
る
が
、
経
理
の

一
元
化
な
ど
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
該
当
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

食
育
に
つ
い
て
、
本
町
の
基
本
姿
勢
は
。

町
長　

「
食
・
農
教
育
」
を
推
進
す
る
た

め
、
学
校
給
食
の
地
元
産
米
・
野
菜
・

果
物
・
き
じ
肉
な
ど
の
地
域
特
産
品
の

提
供
を
行
っ
て
お
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
・

教
育
委
員
会
・
農
政
担
当
者
で
の
検
討

会
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

地

産
・
地
消
は
、
道
の
駅
「
森
の
三
角
ぼ

う
し
」、「
日
吉
夢
産
地
」、「
１
０
０
円

市
場
」
等
の
施
設
を
活
用
し
な
が
ら
展

開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
更

に
、
生
産
者
部
会
の
技
術
研
修
や
実
地

研
修
等
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
消
費
者

の
需
要
に
応
え
て
行
き
た
い
。

　

農
地
の
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
の
対

策
は
。

町
長　

平
成
16
年
度
調
査
に
よ
る
と

「
61
ヘ
ク
タ
ー
ル
」
の
耕
作
放
棄
地
が
あ

る
の
で
、
農
業
委
員
会
活
動
の
強
化
と

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に
努
め
る
と

と
も
に
、
農
地
の
有
効
利
用
に
向
け
た

農
業
振
興
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

町
長　

全
国
的
な
傾
向
と
は
い
え
、
当

町
で
も
、
毎
年
、
鳥
獣
被
害
が
発
生
し

て
お
り
、行
政
は
も
と
よ
り
農
家
に
と
っ

て
も
、
そ
の
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。

当
町
の
平
成
16
年
度
の
農
作
物
被
害
額

は
、
７
８
３
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
農

家
の
生
産
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
状
況
が

見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て

は
、
電
気
牧
柵
に
よ
る
対
応
の
た
め
の

助
成
事
業
や
猟
友
会
に
よ
る
駆
除
な
ど
、

現
段
階
で
で
き
る
可
能
な
施
策
を
展
開

し
て
い
る
。

〈
ふ
る
里
へ
の
誇
り
育
て
る
郷
土
史
研
究

体
制
の
充
実
に
つ
い
て
〉

　

郷
土
史
研
究
体
制
に
つ
い
て
。

町
長　

恒
久
的
な
研
究
体
制
を
確
立
し

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
現
状
で
は
、

旧
町
誌
等
の
編
集
時
期
に
合
わ
せ
て
、

郷
土
史
関
係
の
識
見
者
な
ら
び
に
研
究

者
等
に
依
頼
し
て
い
る
実
態
で
あ
る
の

で
、
早
急
に
研
究
体
制
の
確
立
と
組
織

化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
な
お
、
新
町
の
発
足
と
同
時
に
、

旧
町
村
の
歴
史
や
文
化
財
を
改
め
て
見

直
す
必
要
が
あ
り
、
４
月
１
日
付
で
文

化
財
保
護
委
員
５
名
を
選
任
し
、
現
在
、

調
査
・
研
究
を
し
て
頂
い
て
い
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
新
町
の
文
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化
財
を
集
約
し
た
冊
子
を
作
成
し
た
い
。

　

等
妙
寺
跡
地
発
掘
の
成
果
を
ま
と
め

る
べ
き
。

町
長　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
必
要
に

応
じ
て
、
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い

る
し
、
全
戸
に
配
布
し
た
旧
広
見
町
誌

の
続
編
に
は
、
遺
構
の
全
体
図
を
含
め

概
要
に
つ
い
て
登
載
し
て
い
る
。 

ま
た
、

平
成
６
年
か
ら
９
年
度
ま
で
の
第
１
次

調
査
、
な
ら
び
に
平
成
11
年
か
ら
平
成

16
年
度
ま
で
の
、
第
２
次
か
ら
第
６
次

調
査
の
詳
細
に
わ
た
る
報
告
書
は
、
希

望
者
に
配
布
し
て
い
る
。 
な
お
、
等
妙

寺
跡
地
の
国
指
定
は
、
今
年
度
中
に
指

定
申
請
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
後
は
、
文
化
庁
の
指
示
待
ち
と
い

う
状
況
で
あ
る
の
で
、
国
指
定
が
確
定

次
第
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
周
知
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

〈
介
護
へ
の
支
出
ア
ッ
プ
に
対
す
る

自
治
体
支
援
に
つ
い
て
〉

　

補
助
の
状
況
に
つ
い
て
。

町
長　

現
在
、
当
町
で
は
、
生
計
困
難

者
に
対
し
、「
利
用
者
負
担
額
軽
減
制
度

事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。
当
事
業
の

軽
減
対
象
サ
ー
ビ
ス
は
、
社
会
福
祉
法

人
等
が
行
う
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介

護
老
人
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
介

護
、
通
所
介
護
お
よ
び
短
期
入
所
生
活

介
護
に
係
る
介
護
費
負
担
、
食
費
負
担

お
よ
び
居
住
費
負
担
が
あ
り
、
軽
減
割

合
は
、
原
則
利
用
者
負
担
の
４
分
の
１

で
、
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
２
分
の

１
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
軽
減
措
置
以
上
の
も
の
は
、

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
が
年
々
増
加

す
る
中
に
お
い
て
、
財
政
上
助
成
は
困

難
と
考
え
て
い
る
。

　

「
要
支
援
」
等
の
者
の
実
態
数
は
ど
の

く
ら
い
か
。

町
長　

平
成
17
年
10
月
末
時
点
に
お
け

る
当
町
の
「
要
支
援
、
要
介
護
」
認
定

者
数
は
、「
要
支
援
」
１
８
４
人
、「
要

介
護
１
」
２
０
１
人
、「
要
介
護
２
」

１
２
２
人
、「
要
介
護
３
」１
０
２
人
、「
要

介
護
４
」
92
人
、「
要
介
護
５
」
１
３
０

人
、
合
計
８
３
１
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
現
在
の
要
支
援
か
ら
要
介
護

５
ま
で
の
６
段
階
の
要
介
護
状
態
区
分

が
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
変
更
と
な
り
、

要
支
援
１
、
要
支
援
２
、
要
介
護
１
か

ら
要
介
護
５
ま
で
の
７
段
階
に
細
分
化

さ
れ
、
要
支
援
１
と
２
が
新
予
防
給
付

の
対
象
と
な
り
、
要
介
護
１
か
ら
５
が

介
護
給
付
の
対
象
と
な
る
。
当
町
の
場

合
、
現
在
、
要
介
護
１
と
判
断
さ
れ
て

い
る
人
の
、
約
78
％
、
１
５
６
人
程
度

が
、
要
支
援
２
に
移
行
す
る
と
考
え
ら

れ
、
現
行
の
要
支
援
１
８
４
人
と
合
わ

せ
て
、
３
４
０
人
程
度
が
新
予
防
給
付

の
対
象
者
と
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

健
診
等
の
事
業
が
介
護
保
険
に
組
み
込

ま
れ
、
新
た
な
住
民
負
担
は
あ
る
の
か
。

町
長　

健
診
は
、
現
行
ど
お
り
行
う
こ

と
と
な
る
が
、
健
康
相
談
等
の
老
人
保

健
事
業
お
よ
び
介
護
予
防
・
地
域
さ
さ

え
合
い
事
業
の
一
部
が
、
要
介
護
状
態

の
発
生
予
防
を
目
標
に
、
要
介
護
状
態

に
陥
る
恐
れ
の
高
い
虚
弱
高
齢
者
等
を

対
象
と
し
て
、
運
動
機
能
の
向
上
等
を

行
う
介
護
予
防
事
業
に
編
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
現
在
、
実
施
事
業
の
内
容

等
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
が
、
町
民

の
利
用
料
負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

標
準
保
険
料
見
通
し
に
つ
い
て
。

町
長　

厚
生
労
働
省
の
資
料
を
も
と
に

作
成
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
と
、
第
１
号

被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
の
見
通
し
と

し
て
、
現
行
３
，
３
０
０
円
が
現
行
制

度
の
ま
ま
推
移
し
た
場
合
、
平
成
23
年

度
に
は
５
，
１
０
０
円
程
度
に
な
る
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
化
の
進
行
や

制
度
の
さ
ら
な
る
浸
透
・
定
着
に
伴
い
、

介
護
保
険
に
要
す
る
費
用
は
今
後
と
も

増
加
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
介

護
保
険
料
の
高
騰
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

今
後
、
新
制
度
化
の
下
、
介
護
予
防
事

業
お
よ
び
新
予
防
給
付
サ
ー
ビ
ス
を
積

極
的
に
推
進
し
、
介
護
保
険
料
の
高
騰

を
抑
制
し
て
い
き
た
い
。

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
労
働
の
実
態
、
改
善
等
の
問

題
に
つ
い
て
。

町
長　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や

各
事
業
所
の
職
員
で
あ
る
の
で
、
町
が

労
働
条
件
等
に
つ
い
て
口
を
挟
め
る
べ

き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
町

は
、
保
険
給
付
に
関
し
て
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
に
限
り
、
事
業
所
等
に

文
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
り
、
各
事
業
所
等
の
労
働
条

件
の
現
状
に
つ
い
て
、
調
査
・
指
導
権

限
等
は
無
い
の
で
、
町
と
し
て
は
、
実

態
を
把
握
し
て
い
な
い
。

＊
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
は
要
介
護

者
等
か
ら
の
相
談
や
そ
の
心
身
の
状

況
に
応
じ
、
適
切
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
ま

た
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

よ
う
、
市
町
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

行
う
者
、
介
護
保
険
施
設
等
と
の
連
絡

調
整
を
行
う
者
で
あ
っ
て
、
要
介
護
者

等
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
の

に
必
要
な
援
助
に
関
す
る
専
門
的
知

識
お
よ
び
技
術
を
有
す
る
者
で
す
。

　

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

導
入
に
つ
い
て
。

町
長　

鬼
北
町
は
、
現
在
、
鬼
北
総
合

公
園
、
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
、
中
央
公
民
館

広
見
体
育
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
農
林
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
４
カ
所
に

設
置
す
る
こ
と
と
し
、
準
備
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
設
置
に
際
し
て
は
、
機

器
の
説
明
お
よ
び
講
習
会
を
実
施
し
て

い
く
予
定
と
し
て
い
る
。
今
後
も
、
多

く
の
人
が
集
ま
る
公
共
の
施
設
を
中
心

に
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

＊
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

と
は
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
な
心

臓
の
状
態
を
判
断
で
き
る
心
臓
電
気

シ
ョ
ッ
ク
の
機
械
で
す
。

〈
読
書
活
動
の
充
実
に
つ
い
て
〉

　

読
書
活
動
の
充
実
に
対
す
る
自
治
体

の
対
応
は
。

教
育
委
員
長　

教
育
委
員
会
の
対
応
と

し
て
は
、
鬼
北
町
の
児
童
・
生
徒
が
、

情
緒
豊
か
な
感
情
を
も
つ
よ
う
、
学
校

と
し
て
の
指
導
体
制
を
整
え
、
読
書
活

動
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
保
護
者

に
も
協
力
を
得
な
が
ら
情
報
環
境
を
見

直
し
、
鬼
北
町
の
教
育
基
本
方
針
に
あ

る「
明
る
く
楽
し
く
、教
え
学
べ
る
学
校
」

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

各
学
校
の
読
書
活
動
等
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

教
育
長　

学
校
図
書
の
整
備
は
、
国
が

示
し
た
地
方
交
付
税
措
置
基
準
額
を
小

中
学
校
と
も
ク
リ
ア
し
て
い
る
の
で
、

引
き
続
き
整
備
し
た
い
。
中
学
校
２
校

を
除
く
小
学
校
６
校
に
お
い
て
は
、
専

任
で
は
で
は
な
い
が
司
書
免
許
保
有
者

を
１
人
な
い
し
２
人
配
置
し
読
解
力
の

向
上
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
小
中
学

校
８
校
す
べ
て
朝
の
読
書
タ
イ
ム
等
を

設
定
し
て
お
り
、
中
に
は
読
書
集
会
や

読
書
ま
つ
り
、
読
み
聞
か
せ
等
を
実
施

し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
子
ど

も
の
読
書
意
欲
の
向
上
に
向
け
て
、
保

護
者
に
も
協
力
を
得
な
が
ら
子
育
て
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
で

き
れ
ば
「
ノ
ー
テ
レ
ビ
、
ゲ
ー
ム
、
パ

ソ
コ
ン
デ
ー
」
を
１
週
間
に
１
日
程
度

設
定
し
、
親
と
子
ど
も
が
自
然
環
境
の

中
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
子
ど
も
達
が

自
ら
読
書
に
親
し
む
な
ど
、
情
緒
的
に

豊
か
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。
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　20歳の門出を祝う成人式が、広見体育センターで開催され、晴れ着やスーツ姿の若者たちでにぎわいました。
今年の成人式には対象者118人の内78人が出席し、新成人を代表して赤松慎治さんが謝辞を述べ、誓いを新た
にしていました。また、太鼓集団「魁

さきがけ

」の皆さんが新成人を祝う太鼓演奏を披露した後の交流会では、旧友と

の久しぶりの再会に話を弾ませる姿があちらこちらで見受けられました。

　家内安全と無病息災を願う“どんど焼き”が清

水保育所横の河川敷で行われました。この催しは

愛治活性化集団“来
らい

夢
む

”と“母
ぽ え む

愛夢”の主催によ

るもので、会場では神事が行われた後、高々と積

み上げられた門松やしめ飾り、お札などに火がつ

けられました。参加者達はふるまわれたぜんざい

を食べながら、天高く舞い上がる炎を眺め、家内

安全と無病息災を願っていました。

　　　　身近な情報をお知らせください。　　　総務課　☎４５－１１１１（内線２３５）

広 見 地 区 平 成 18 年 成 人 式

愛 治 地 区 ど ん ど 焼 き

　愛媛県小学校水泳通信記録会の200ｍリレー（男
子）で、近永小学校チームが愛媛県新記録を達成
しました。これまでの記録は２分５秒６、近永小
学校チームがマークした記録はこれまでの記録を
２秒５縮めた２分３秒１、２年ぶりに記録を更新
しました。近永小学校チームのみなさん、おめで
とうございます！

愛媛県小学校水泳通信記録会新記録

新記録を達成した近永小学校チーム

家内安全と健康を祈願して

近永小学校チーム

★６年　兵
ひょうどう

頭　治
はる

希
き

　　★６年　中
なか

田
た

　　翔
しょう

★６年　山
やまうち

内　雅
まさ

士
し

　　★６年　中
なか

田
た

　　廉
れん

新成人のみなさん
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　平成18年１月８日、太鼓集団「魁
さきがけ

」・鬼北町教育委員会の主催で、広見体育センターにおいて行われたこの

祭りには、平成16年に誕生した幼児54人とその父母が参加しました。幻想的な会場に太鼓の音が鳴り響くなか、

鬼ヶ城に住むといわれる２人の天狗が登場。子供を抱いた天狗の「元気に育て」と叫び声を合図に父母が太鼓

を打ち鳴らし、子供の健やかな成長を祈願しました。

第 16 回 子 泣 か し 天 狗 祭 り

　鬼北町の小中学校で新たに使われる給食用食器の絵柄が決まりました。日吉地区と広見地区では異なった食

器を使用していましたが、合併を機に食器を統一することとし、その絵柄を町内の児童・生徒から公募しまし

た。集まった作品の中から慎重に審査した結果、日吉小学校４年生の赤
あかまつ

松七
な ゆ こ

夕子さんの作品が最優秀に選ばれ、

鬼北町のオリジナル食器の絵柄に採用されました。

　赤松七夕子さんおめでとうございます。今回応募していただいた大勢の児童・生徒のみなさん、ご協力あり

がとうございました。

給 食 用 食 器 絵 柄 決 定

天狗に驚き泣き叫ぶ子ども

元 気 に 育 て と 天 狗 が 祈 願

かわいい絵柄でおいしく食事

新しい食器と絵柄作者の赤
あかまつ

松七
な ゆ こ

夕子さん

勇壮な「魁
さきがけ

」の演奏

食器絵柄審査結果

最優秀　日吉小　４年　赤
あかまつ

松七
な ゆ こ

夕子

佳　作　近永小　６年　桐
きりしま

島　祐
ゆうすけ

介

　　　　愛治小　１年　沖
おきうえ

上　明
はる

来
き

　　　　広見中　１年　佐
さ

竹
たけ

　玲
れ な

奈

　　　　広見中　３年　芝
しば

　那
な な こ

々子

　　　　広見中　３年　久
く ぼ た

保田　周
しゅう
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　平成18年度町県民税・国民健康保険税の申告相談が２月16日㈭から始まります。

　申告相談には次のものが必要ですので、必ず持参してください。
１．農業・営業・不動産等の所得金額の計算に必要な一年間の収入や支出がわかる書類
　　〇収支内訳書・通帳・領収書など
２．給与・公的年金の源泉徴収票
３．社会保険料（国民年金保険料）控除証明書、生命保険料・損害保険料等の支払い証明書
４．その他、申告に必要な書類
　　○個人年金や生命保険満期等の受け取り金額のわかる書類や支払調書など
　　〇 医療費控除を受ける方は、医療費の領収書（レシート）や保険金等で補てんされた金額がわか

る書類・通帳など（個人別、病院［医院］・薬局別に集計して持参してください）
　　○税務署から送付された確定申告書等の書類
５．印鑑

◆ 前年中に所得がなかった場合でも、所得・課税（非課税）証明書等の発行、児童手当の支給資格認定
および国民健康保険税の軽減判定等に必要となりますので、申告をされるようお願いします。
◆ 所得税の確定申告を済まされている方、税務署で所得税の確定申告をされる方は、町県民税・国民健
康保険税の申告は必要ありません。
◆所得税の納付や還付に該当する方は、本人名義の預金通帳とその印鑑を持参してください。
◆ 申告の対象は平成18年１月１日現在、鬼北町に住所を有する方で、平成17年１月１日から平成17年12
月31日までの所得となります。

平成18年度　申告相談日程
月　日 曜日 場　　所

申告相談対象地域等

2/16～3/15  午前の受付  ９：00～11：00
申告相談対象地域等

2/16～3/15  午後の受付  13：00～15：00
２月８日 水 近 永 公 民 館 年金受給者等の還付申告  ９：30～12：00 年金受給者等の還付申告  13：00～16：00
２月16日 木 好 藤 公 民 館 西仲 、 吉波上 吉波中 ・ 下 ・ 奥

２月17日 金 〃 小坂 、 柏田 平井中 、 田丸 、 沖

２月18日 土 〃 沢松 、 東仲江利 東仲上 ・ 中 ・ 下

２月19日 日 大 宿 集 会 所 大宿権太 ・ 土屋 ・ 久保川 大宿稲屋 ・ 法師庵 、 生田上

２月20日 月 愛 治 公 民 館 生田中 ・ 夫婦岩 ・ 下 清水上 ・ 西中 ・ 下 

２月21日 火 〃 清水東中 、 畔屋大平 ・ 申谷 畔屋重谷 、 西野々

２月22日 水 大 村 集 会 所 父野川藤川 ・ 宮成 父野川大村 ・ 屋敷

２月23日 木 川 口 集 会 所 父野川川口 ・ 野々谷 父野川上本村 ・ 音地 ・ 犬飼

２月24日 金 日向谷生活改善センター 日向谷下中合 ・ 上中合 ・ 奥 日向谷出口 ・ 中屋敷

２月25日 土 役 場 日 吉 支 所 父野川下本村、上大野植勝・長瀬・栗ノ木下 上大野栗ノ木上・堀切 、下鍵山１・２

２月26日 日 〃 下鍵山３・４ ・５ ・６ ・７ 下鍵山８・９・10

２月27日 月 〃 下鍵山11、上鍵山下１・下２・上本村 上鍵山巻 ・ 長谷 ・黒川上 ・黒川下

２月28日 火 川上農業構造改善センター 川上野地 川上小越 ・ 上

３月１日 水 三 島 公 民 館 延川長穂 久保 、 延川小野川 ・ 駄場

３月２日 木 〃 川上古用 、 小松富町 小松中 ・安森 ・富東 、 下大野坂立 

３月３日 金 〃 小松清詰 ・ 富西 、 下大野御開山 下大野中 ・ 中尾坂 ・ 上

３月４日 土 〃 下大野町・西・東・奥 、 広見藤野々・下 広見上 ・ 中 ・ 畦

３月５日 日 小倉コミュニティセンター 小倉川崎 ・ 町１ ・ 町２ ・ 上住 小倉下住・宮口・宮奥・轟 、 小西野々

３月６日 月 泉 公 民 館 上川 岩谷 、 出目二谷喜来

３月７日 火 〃 興野々芳 ・ 寺 興野々中 ・ 東

３月８日 水 成 川 集 会 所 牛野川 、 水分 、 北川１ ・ ２ 北川３・４、成川１・２・３

３月９日 木 〃 成川４ 、 今在家 奈良中

３月10日 金 近 永 公 民 館 奈良下１・２・３、 中野川下１ 奈良下４・５・６・７ 、中野川下２・上

３月11日 土 〃 中野川中 ・一の又 、芝上 、永野市舟木 芝中・下 、永野市西山上・西山下

３月12日 日 〃 永野市重ヶ森 ・ 下 、 近永本町 出目一１・２・３・４

３月13日 月 〃 出目一５・峠・中島 、 出目二新田 近永新町

３月14日 火 〃 近永南町 ・ 栄町 近永旭町（国遠団地を含む）

３月15日 水 〃 国遠 、 年則 成藤 、 清延本村

上記指定日に申告できない方については、指定日以外の会場においても申告相談を受付いたします。

町県民税等の申告相談が始まります
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　バンクーバーの冬は寒くはないですが、近くに
山がありスキー場がとても多いです。私の家から
車で30～ 40分程度に三つのスキー場があります。
２時間くらい運転したらウィスラー＆ブラッコム
という有名なスキー場があり、そこは北米最大級
でコース数は300以上あり、11kmの滑走距離の最
長コースもあります。
　バンクーバーはとてもウィンタースポーツが盛
んです。私も小学校からスノーボードを始め、毎
年少なくとも３、４回くらいはスノーボードをし
ています。カナダの学校ではほとんど冬になると
スキーツアーを実施しており、授業として行って
いる学校もあります。学校のツアー以外で行く場
合は学生や子供割引があるので、ほとんどの子供

がウィンタースポーツをしており、スキーやボー
ドをしない若者の方が少ないです。
　スキーやスノーボードはよく危険なスポーツと
考えられていますが、その考えは全く事実のな
い事です。1998年の統計によるとスキーやスノー
ボードは水泳、サイクリング、スキューバダイビ
ングとボーティングより４倍から30倍も致死率が
低いそうです。
　何のスポーツをするとしても、怪我の予防は大
切です。もしウィンタースポーツをするとしたら、
プロの方からレッスンを受け、自己保身の方法を
きちんと学んでから行ってください。怪我の多く
は立ち入り禁止の場所で発生しているので、いく
ら雪が良さそうに見えても絶対に入ってはいけま
せん。自分の能力をよく考えて、能力以上のコー
スを避け、マイペースで滑って、余計なことをし
ないことが大
事です。
　今年の冬は
特に寒いです
が、コタツの
中に過ごすよ
り も ス ノ ー
ボ ー ド や ス
キーを挑戦し
てみましょう。

HELLO!HELLO!HELLO!

No.６
「ウィンタースポーツｉｎバンクーバー」

英会話教室・文化交流 参加者募集!
　HI! トニーです。町民を対象にして毎月英会話教室・文化講座を開いています。気軽で楽し
いゲームをしながら英語を学びませんか？　参加してみたい人は、電話で申し込んでください。

共通事項
参　加　者　原則として鬼北町民とします
申込期限　（英会話教室）随時受付。（但し、多数の申込みがあった場合はお断りをいたします。）
　　　　　（文化交流）平成18年２月15日㈬
申　込　先　鬼北町役場　学校教育課　☎45－1111（内線　416）

　

場　所　鬼北町中央公民館
　　　　　２階　視聴覚教室
開催日　平成17年10月12日㈬から
　　　　平成18年３月15日㈬
　　　　 毎週水曜日
　　　　（２月は１日、８日、1５日、２２日です）
時　間　19：00～21：00
内　容　 初級コース（19：00 ～ 20：00）、中・

上級コース（20：00 ～ 21：00）に分
けて１時間程度授業します。

会　費　無料

　

～外国の人気カクテルを作ろう！～

場　所　鬼北町近永公民館　２階　調理教室

日　時　平成１８年２月１８日㈯

　　　　18：30～

内　容　 Long Island Iced Tea、Bloody 

Marry、Cosmopolitanなど外国で最

も人気のカクテルを作ろう！カク

テルに合う軽食も一緒に作ります。

会　費　１，０００円程度

英 会 話 教 室 文 化 交 流

ウィスラー＆ブラッコムにて

Let's speak English!　英語で遊ぼう！
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平成18年4月「愛媛地方税滞納整理機構」設立
県内全市町加入の徴収専門組織

　平成18年４月、市町村税の滞納整理を専門に行う「愛媛地方税滞納整理機構」が設立されます。
　この組織は愛媛県下における税の公平性の確保および滞納額の縮減を図るため、市町単独では処理が
困難な事案を引き受け、財産の差押や公売による差押財産の換価などの滞納処分を前提に滞納整理を行
う組織です。

機構の概要

名　　称 愛媛地方税滞納整理機構
性　　格 地方自治法第284条に基づく一部事務組合
構成団体 県内全20市町
設立時期 平成18年４月１日
所　在　地 松山市一番町４丁目１番地２　愛媛県自治会館５階

業務内容

1.全市町村税（国保税を含む）および個人県民税の滞納整理  2.不動産公売  3.執行停
止・不納欠損の適否判定  4.市町職員に対する実務研修の実施  5.滞納整理に係る調
査研究  6.機構職員に対する専門研修の実施（研修機関としての機能）  7.市町への徴
収業務のコンサルティングの実施　（市町徴収業務のバックアップ機関としての機
能）

滞納整理の範囲 財産調査、財産の差押、差押財産の換価

機構設立の経緯 
　県内の市町村税の滞納額は年々増加し続けており、このような状況を放置してしまえば、納税秩序の
乱れから税務行政への不信感につながります。そこで、この状況を打破し、税財源を適正に確保するため、
県内全市町がスクラムを組み、滞納整理の専門組織である｢愛媛地方税滞納整理機構｣を設立する運びと
なりました。
機構の活動
　市町からの再三の催告に応じないもの、滞納額が高額なものなどの滞納事案を引き受け迅速に滞納整
理を行います。機構では、広範囲な財産調査を行うことにより、換価しやすい財産を発見し、速やかに
滞納処分に移ります。また、差押財産の公売も行います。

　鬼北町にお住まいの65歳以上の方で、
　①　身体障害者手帳１級～３級、４級（一部※下記参照）の方
　②　精神障害者手帳１級、２級の方
　③　療育手帳保持者で障害の程度が重度に該当される方
　

　なお、申請後老人保健で医療を受けるのは、申請月の翌月初日（申請日が１日の場合は当月）からと
なります。医療機関で支払う費用はかかった費用の１割または２割（一定以上所得がある方）となります。

申　請　手　続　き
★場　所　　　：町民課　保険年金係
★持参するもの：印鑑、健康保険証、上記①～③いずれかの手帳
　　　　　　　　詳細については町民課保健年金係までお問い合わせください。
★問合せ先　　：町民課保険年金係　☎45－１１１１　内線２１６

　現在、老人保健の対象年齢は75歳まで引き上げされていますが、一定の障害の方については、これま
でどおり65歳から適用されます。
　次のいずれかに該当される方は申請により老人保健の適用を受けることができます。

超音波検診

日 曜　日 場　　所

2/1 水 広見保健センター

2/2 木 広見保健センター

※４級の方で該当される方は次の障害の方です。
★音声機能、言語機能またはそしゃく機能の著しい障害　
★下肢障害の１号、３号または４号のいずれかに該当される方

老人保健資格について
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～お早めに　春の確定申告～
　今年も確定申告の時期になりました。確定申告の準備は、もうお済みですか。
　所得税の確定申告と納税は18年２月16日㈭から３月15日㈬までです。還付申告の方は、１月か
ら提出することができます。
　また、個人事業者の消費税および地方消費税の申告と納税は３月31日㈮までです。贈与税の申
告と納税は３月15日㈬までです。
　税務署では、確定申告書・収支内訳書などの提出書類についてご自分で作成し、できるだけ郵
送で提出していただくことをお勧めします。
　税務署では確定申告書等の記載方法について「申告書作成コーナー」を設置し、集合方式によ
るアドバイスを行い、ご自身で申告書を最後まで作成していただいております。ご理解とご協力
をお願いします。
　期限間近になると、税務署は大変混雑しますので、申告と相談は、余裕を持ってお早めにお済
ませください。

＜宇和島税務署からのお知らせ＞

納税は振替利用制度のご利用を
　個人事業者の所得税や消費税（地方消費税を含む）の納税の方法に、振替納税の制度があります。
　便利で安全な振替納税のご利用をお勧めします。

自宅で申告書作成！（インターネット）
　国税庁のホームページで所得税の確定申告書が簡単に作成できます。
　また、その申告書をA４サイズの普通紙に出力し、添付書類とともに郵送等で税務署へ提出で
きます。
　国税庁ホームページアドレス　http://www.nta.go.jp

　不明な点があれば、お気軽にお問合せください。
　宇和島税務署：宇和島市堀端町１番38号　☎（代表）22－4511、（個人課税部門）22－7556
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愛治俳句会
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大きくなったら　　好藤小学校
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街角ギャラリー「なんでも館」　案内板

「押花絵」
暮らしを彩る押し花展
押し花サロン野ばら
１月31日㈫～２月19日㈰

「善家信景写真展」
地域の伝統行事を追って
善家信景（西仲）

２月 21日㈫～３月 12日㈰

開館時間　10：00～ 17：00　　　休館日　月曜日
場　　所　近永南町バス停前　　  入館料　無　料
昼休時間　13：00～ 14：00（この間は入館できません）
　あなたの作品も展示してみませんか？
問合せ先　広見町商工会　☎45－0813

ま ち の う ご き

人口  12月31日現在（　）は前月比  

　総　数　　　12,708 人 (－  5） 
　男　性　　　  5,943 人 (      8） 
　女　性　　　  6,765 人 (－13）
　世帯数　　　  5,126 世帯 (－  8）

      
好藤地区

（好藤保育所）

おじいちゃん
おじいちゃんの家にいくのは楽しいよ！
いつまでも元気で、いっしょにご飯食べ
にいったり遊びにいったりしようね！

おじいちゃんといっしょ

おばあちゃんといっしょ

お孫さん　　　善家　真
ま な

奈ちゃん

　　　　　　　　　　恭
きょうすけ

介くん
おじいちゃん　大野　哲男さん

お孫さん　　　坂本　有
あり

紗
さ

ちゃん

おばあちゃん　坂本美智子さん

おばあちゃん
クリスマスのプレゼントにお洋服を
買ってくれてありがとう！
うれしくて、今日も着てたよ！

☆携帯電話用ウェブサイト「mobile愛媛県警」☆

☆開設のお知らせ☆

　愛媛県警察の携帯電話用ウェブサイト「mobile（モバ
イル）愛媛県警」を開設しました。運転免許手続（更新

手続、記載事項変更手続、再交付手続）や警察署一覧など、

携帯電話から手軽に閲覧できます。

　アクセス方法は、インターネットに接続できる携帯電

話へ下記のＵＲＬを直接打ち込んでください。

★ＮＴＴ　DoCoMo（i-mode）、au（EZ-web）共通ＵＲＬ

　http://www.policepref.ehime.jp/mobile/i/index.htm

★Vodafone（Vodafone Live!）用ＵＲＬ

　http://www.police.pref.ehime.jp/mobile/v/index.htm
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 2／2㈭　犬・ねこ引取日

 　　    環境衛生課・愛治・

 　　    三島連絡所・日吉支所

　　3㈮　ペットボトル回収日

 　  　  （近永・泉地区）

　　      9 ㈭　犬・ねこ引取日

 　　    環境衛生課・愛治・

 　　   三島連絡所・日吉支所

              ペットボトル回収日

 　　   （日吉地区）

　　10 ㈮　ペットボトル回収日

 　　   （好藤・愛治・三島地区）

　　11 ㈯　古紙・ダンボール回収日

 　  　  （近永地区）

　　12 ㈰　節安花とび踊り

 　   　 ９:00～ 

 　    　節安薬師堂
　　16 ㈭　犬・ねこ引取日

 　　    環境衛生課・愛治・

 　　    三島連絡所・日吉支所

　　17 ㈮   ペットボトル回収日

 　  　  （近永・泉地区）

　　20 ㈪　 人権・行政・心配ごと相

談（無料）広見地区

 　    　10:00～15:00

 　  　  鬼北町総合福祉センター

 　     行政・心配ごと相談（無

料）日吉地区

    　　行政相談 9:00～15:00

  　  心配事相談 9:00～12:00

 　    　日吉住民センター

　　23 ㈭　犬・ねこ引取日

 　　    環境衛生課・愛治・

 　　   三島連絡所・日吉支所

      ペットボトル回収日

 　  　 （日吉地区）

　　24 ㈮　ペットボトル回収日

 　　    （好藤・愛治・三島地区）

　　25 ㈯　古紙・ダンボール回収日

 　　    （好藤・愛治地区）

　　28 ㈫　町税等納期限

 　  　 固定資産税　　第４期

 　  　 国民健康保険税 第８期

 　  　 介護保険料 第８期

 3／2㈭　犬・ねこ引取日

 　　    環境衛生課・愛治・

 　　   三島連絡所・日吉支所

　　3㈮　ペットボトル回収日

 　  　  （近永・泉地区）

　　      9 ㈭　犬・ねこ引取日

 　　    環境衛生課・愛治・

 　　   三島連絡所・日吉支所

              ペットボトル回収日

 　　   （日吉地区）

　　10 ㈮　ペットボトル回収日

 　　   （好藤・愛治・三島地区）

　　11 ㈯　古紙・ダンボール回収日

 　　   （泉地区）

２　月 町 民 カ レ ン ダ ー

　　　　休日当番医

広報きほく２月号 No.014

２月５日　鬼北町　鬼北町日吉国保診療所

　　　　　　　　　（☎44-2250）  

２月11日　鬼北町　県立北宇和病院

　　　　　　　　　（☎45-1221）  

２月12日　宇和島市吉田町　市立吉田病院

　　　　　　　　　（☎52-0611）  

２月19日　鬼北町　城戸医院

　　　　　　　　　（☎45-1234） 

２月26日　鬼北町　富山医院

　　　　　　　　　（☎45-0360）  

３月５日　鬼北町　篠原医院

　　　　　　　　　（☎45-3370） 

３月12日　鬼北町　大野内科医院

　　　　　　　　　（☎45-0141）

３月19日　鬼北町　旭川荘南愛媛病院

　　　　　　　　　（☎45-1101）

発　行　日　　平成18年２月１日
編集・発行　　鬼北町総務課
　　　　　　〒798－1395
　　　　　　愛媛県北宇和郡
　　　　　　鬼北町大字近永800－１
　　　　　　TEL（0895）45－1111
　　　　　　FAX（0895）45－1119
ホームページアドレス
　http://www.town.kihoku.ehime.jp/

　

「
い
や
！
い
や
！
」「
や
だ
！
や

だ
！
」
真
っ
赤
な
お
面
の
天
狗
を

怖
が
り
泣
き
じ
ゃ
く
る
子
供
。

　

「
第
16
回
子
泣
か
し
天
狗
祭
」

が
１
月
８
日
広
見
体
育
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

太
鼓
の
音
に
誘
わ
れ
て
、
鬼
ヶ

城
に
住
む
天
狗
が
鬼
北
の
里
に

降
り
立
ち
、
神
通
力
を
も
っ
て
子

供
の
健
康
と
幸
せ
を
祈
願
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
元
気
に
育
て
」
と
い
う
天
狗

の
叫
び
と
と
も
に
、
約
１
５
０
㎝

の
太
鼓
を
渾
身
の
力
を
こ
め
て

鳴
ら
す
保
護
者
の
み
な
さ
ん
。
み

ん
な
の
願
い
や
思
い
が
通
じ
、
元

気
に
育
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

● 

北
宇
和
学
校　

吹
奏
楽
部
・
家
庭

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

●
井
上　

平
さ
ん
（
西
予
市
）

●
佐
野　

清
さ
ん
（
永
野
市
）

●
秋
元　

茂
さ
ん
（
小
西
野
々
）

●
鬼
北
町
農
業
公
社

ひ
ろ
み
奈
良
の
里
へ

●
退
職
女
教
師
の
会

●
鬼
北
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

●
上
田　

武
雄
さ
ん
（
中
野
川
）

●
さ
く
ら
保
育
所
園
児
の
み
な
さ
ん

●
松
浦
産
業
㈲
（
中
野
川
）

鬼
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
松
本
利
正
さ
ん
（
奈
良
）

●
山
下
晴
美
さ
ん
（
近
永
）

●
河
本
賴
光
さ
ん
（
父
野
川
下
）

●
池
田
源
美
さ
ん
（
大
宿
）

●
仲
本　

訓
さ
ん
（
上
鍵
山
）

●
木
村
広
子
さ
ん
（
奈
良
）

広
報
活
動
へ

●
小
越
八
重
子
さ
ん
（
東
京
都
）

（　　　　　　　　）

広
報
き
ほ
く
の
配
置
場
所

　

「
広
報
き
ほ
く
」
は
左
記
の
場
所
に
置

い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
欲
し
い
方
は
ご

自
由
に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

　

★
鬼
北
町
役
場　

本
庁
・
支
所

　

★
各
公
民
館

　

★
広
見
郵
便
局

　

★
伊
予
銀
行

　

★
愛
媛
銀
行

　

★
え
ひ
め
南
農
協
鬼
北
中
央
支
所


